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地図指摘法による阿蘇の草原景観に関する地域住民の認識構造についての研究

1、研究目的
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熊本県阿底地峻の草原景観は、雄大な景観が人々を魅了し、多くの観光客が訪れている.しかし、この

草原景観は、人々の営みによって成り立つ二次草原であり、地峻住民の野焼きや給地切り等厳しい維持管

理作業によって守られてきた.近年資産業の低迷や少子高僻化等により、草原の維持管理が困雛となり、

草原景観が次第に失われてきている.そこで、現在、阿底地域では広大な草原景観の保全計画が大きな課

題となりつつある.しかし、草原の保全計画を取り組むにあたり、実際に維持管理作業を担っている地域

住民の協力や合意形成を得ることが大変重要であると考える.また、そのためには地械住民の草原景観に

対する認識を空間的に把握しておくことが必要となってくる.そこで、本研究では地域住民の草原景観1:
対する認識構造を明らかにすることを研究の目的とした.

2、閥査方法

2001年 3月 10日から 14日にかけて調査員 21名により、阿醇郡6町6村(一の宮町、阿醇町、小田町、

南小国町、産山村、波野村、藤脇町、高森町、白水村、長陽村、久木野村、西原村}において、地域住民

を対象にヒアリング形式のアンケート調査を行った.アンケートの設問内容は2つあり、

(1)阿醇地域全体で好きな草原景観

(2)あなたが住んでいる地棋の中で好きな草原策観

という質問の中で、同時に、 1/26，000の縮尺の地形図上に好きな草原の場所を指摘してもらった(地図

指摘法).これをもとに指摘頻度の高い革原とそうでない区域を明らかにし、次の2つの分析を行った.

①地図指摘法による認識繕造

②居住地(南北)の違いによる認識構造

3、結果および考察

アンケートの結果、 176人の回答を得、 163件の有効回答(男 94、女69)が得られた.これをもとに、

特に認識度の高い区減を明らかにしたものを表・1に示す.

①地図指摘怯による隠融構造の分析

表-1より、 f阿蘇五岳Jr草千里ヶ浜Jr根子岳Jr大観峰Jr北外輸Jr瀬の本高原Jr米塚Jr仙酔峡j等

の阿蘇の顔とも言える代表的な区械が多くの件数を集め、 f端辺原野Jr夜峰山Jr荻岳Jr清栄山j等、一

般的に知名度の低い区域は件数が少ない事が分かった.

次に注目すべき点は、 I阿蘇五岳Jr北外給Jr南外輪jの様1:特定の場所ではなく、かなり広範囲で漠然

と捉えている区域が、約 30%を占めているという点である.その他の区績にしても、全体的に人がマクロ

なスケールで草原景観を捉えていることがわかった.

表-1に挙げられた区成の草原はそれぞれ多様で魅力的な地形を持っていて、それらをマクロなスケール

で観ることによって人々は強い印象を得ていることがわかった。

②居住地(南北)の遣いによる認識構造の分析

次l之、居住地(南北)による認識構造の違いであるが、まず、阿醇の地形的な特徴として、阿蘇地域は

阿蘇五岳を軸に南北2つの領減¥::分けることができる.そこで阿醇6町6村を北(一の宮町、阿蘇町、小

国町、南小田町、産山村、波野村)と南(醇陽町、高森町.白水村、長陽村、久木野村、西原村)の2つ

のグループに分け、表-1で明らかにした草原の指摘件数を、居住地(南北)ごとにその件数と割合を明ら

かにしたものを表-21ご示した.

この表での f領減iは、その草原の存在する領域を示し、「雨1は阿蘇五岳内にあり、南北雨方にあては

まるととを示している.また、図-1は地域住民が漠然と指摘した区域と既存の植生分布図を照らし合わせ.

指摘した区域を修正して示したものである.根子岳には北側と南側にそれぞれ草原があり、しかも麓にし

かない.しかしながら、地滅住民の中で f根子岳北側麓jのような具体的な草原の位置を指摘した人は少

なく、それは他の草原でも同じ事がいえる.よって、地域住民が草原を f根子岳の草原Jr高岳の草原Jの

ように漠然とイメージとして捉えているのがわかった.このことから表-2では‘「根子岳Jのように実際

には山麓のある特定の部分忙しか草原が存在しないものもその地名のみ表記した.

表-2より、草原の領械と、件数の南北による割合を見てみると、地域住民が居住地と同じ領域にある草
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原を認識しやすく、違う領域に存在する草原に関する認識が薄いということがわかった。「両Jに関しては、

南北の地域住民からほぼ同じ割合の件数を得ていて、どちらからも認識されやすいということがわかった。

分析結果により、草原の位置が居住地に近い程認識されやすく、また、地域住民は自分の居住地に近い

草原に愛着を感じていると思われる。「荻岳Jr清栄山J等の知名度も低く件数の少ない草原であっても、

地域住民にとってはかけがえのないものであり、指摘件数の多い草原だけを保全すればよいとは一概には

いえないことがわかった。

表-1 地図指摘法により選択された地域住民

の好きな草原景観

ランタ 地名 件阻 割合

阿聾五岳 '" 19.3‘ 
2 厚手I..量 33 15蝿

3 恒子岳 25 12.1‘ 
4 大慢峰 19 '.2‘ 
s 憧山 15 J.2‘ • :t外崎 H ‘a‘ 
7 

調葺山 12 5.8‘ 
調のヨド.. 日

58‘ 
' 

着陸竃 7 3.4'‘ 
仙酔瞳 7 u‘ 

H 高岳 e u. 
日 曹予..a 4 1.9‘ 

岨週草野 3 1.'‘ 13 崎山 3 1.4'‘ 
岳 s 1.4'‘ 

18 '外崎 2 S由

20J 100叫

表-2 地域住民が指摘する草原の領域(北・南・両)

と居住地との関係

ランタ 偽名
~ 恒 居住絡による伶阻止割歯

置 植 :t 園舎 蘭 副会

胃聾五li '" '‘ 
23 51.5‘ 11 42.5‘ 

2 .平量ヶ浜 33 蘭 12 
3・4‘ 21 

13・‘
s .子岳 25 蘭 13 52同 12 柏崎

‘ 
大圃鋪 19 主 11 89.5'‘ 2 10.5‘ 

5 .山 15 商 8.1‘ 14 13.3‘ 
8 :t外.. 14 土 13 IU‘ J.l‘ 
7 

覇董山 12 主 11 11.1‘ -晶
掴の*直車 12 土 a a'.7‘ 4 33.3‘ 

• 米軍 7 主 4 57.11 s .~・‘
面語it 7 土 • 85.7‘ lU‘ 

11 直昏 • 関 s 
13.3‘ 1 

1・7‘
12 量子ケ轟 4 主 4 T曲叫 。 。叫

圃直車野 s 主 s 100.凹 。 。叫

13 置崎山 s 別信 。 a叫 3 1∞田
甚岳 s 土 s S国叫 。 。叫

3・ lIr外岨 2 商 。 。師 2 1曲師

ltI!使山 2 lIr a 。叫 2 1曲叫

図・I 地図指摘法によって明らかになった地域住民の好きな草原景観の範囲
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